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だんとうの大杉治療

４年目（2023年）

今回お話する内容

１ 作業の説明

２ 作業で見えてきた現在の状態

３ 今後の予定

４ その他

１ 作業の説明

令和4年度（2022年）事業で落枝対策として樹高の切詰を計画、10月に施工する予定であった。

令和4年 3月5日 午後3時20分頃 突然の南西～西よりの暴風（20～25m）で大杉の大枝が落下
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ケーブリングとは、幹と枝をワイヤーやロープを使って繋ぐこと。枝折れ防止や枝折れ時の落下防止対策にもなる。

今回採用した「コブラツリーケーブリングシステム」
樹木の枝折れ時の落下予防など優れた効果のある樹木の新サポートシステム
耐久性のあるポリプロピレン製で、伸縮性のあるロープと緩衝材の効果で強風時などの瞬間的にかかる強い負荷を軽減する。

２ 作業で見えてきた現在の状態
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2022年10月 2023年10月

３ 今後の予定（令和6年）

令和2年度（2020年）に行った 住民参加による土壌改良計画

令和6年度（2024年）に行う 住民参加による土壌改良計画
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そこで次回は
事前にエアレーション行ってからの縦穴式土壌改良を提案

とにかく硬かった

４ その他

林業関係有識者によると、だんとうの大杉は「クマスギ」であると考えられる。単一種類ではなく、近縁の何種類かが混じっ
ているため、形質には多少の違いがある。虫川の大スギもクマスギであるといわれていました。

クマスギの天然分布は、長野県北部に位置する地域性品種（天然品種）である。大杉は、この地域の気候や土地条件に
適応し、長年の自然淘汰をうけてきた残った貴重木である。

長野県林業総合センターは2024年度、花粉が少ない県産スギ『クマスギ』増産に向けた研究を始める。

だんとうの大杉とは

杉の子
令和4年度業務で見つけた杉の子、実生なのか、不定芽か。

実生の場合ほっておくとほとんど枯れるといわれ、近交弱勢が強く自殖などの近親交配が希であると言われている。
また、クマスギは花粉の量は少ないため非常に珍しい実生なのか・・・・・

不定芽とは、何らかの理由で葉面とか根の一部とか、その他本来芽を生じない器官や組織から出る芽の総称で、この杉の
子は地際部の根の一部なのか・・・・・・

後継樹となれるのか杉の子

2022年10月

2023年10月

だんとうの大杉は、高樹齢で何百年という風雪に耐えてきた地域のシンボル的存在である。
この遺伝子情報を後世に残すことが大事であり、今後この杉の子をどのように扱うか、皆で考えていきましょう。
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